第23回富山県景観審議会　議事録

日　時　令和元年８月２８日　午前１０時から１１時２０分まで
場　所　富山国際会議場２０１号室
出席者　上野委員、近江委員、大谷委員、大塚委員、尾久委員、鈴木委員、高橋委員、武山委員、
　　　　中田委員、橋爪委員、服部委員、森田委員（委員１７名中１２名出席）

議事１　会長互選

・委員の互選により武山委員が会長に選出された。

議事２　会長職務代理者の指名

・会長が会長職務代理者として、蜂谷委員を指名した。

議事３　景観賞選定部会及び屋外広告物部会の委員の指名・推薦

・会長が景観賞選定部会委員として、景観審議会委員の中から、次の者を指名した。

奥委員、鈴木委員、蜂谷委員、森田委員

・会長が景観賞選定部会専門員として、次の者を推薦した。

　　埴生雅章氏、藤井武氏、藤本英子氏

・会長が屋外広告物部会委員として、景観審議会委員の中から、次の者を指名した。

大塚委員、髙山委員、武山委員、中田委員

・会長が屋外広告物部会専門員として、次の者を推薦した。

　　田邉学氏、寺井剛敏氏、中山真由美氏

議事４　とやまビューポイント選定部会（案）の設置

・事務局が、「とやまビューポイント」の概要、とやまビューポイント選定部会設置要綱（案）を説明した。

【意見等】

・応募用紙の配布はどのようにするのか。

　⇒（事務局）現在のところ、配布を予定しているのは、ショッピングセンター・スーパーマーケット、空港、新幹線、あいの風とやま鉄道、富山地鉄の主要な駅等である。

また、県内で行われるイベント等でも配布を検討している。

　・とやまビューポイント選定部会設置要綱（案）が了承され、同部会を設置することとなった。
議事５　とやまビューポイント選定部会（案）の委員の指名・推薦

・会長がとやまビューポイント選定部会委員として、景観審議会委員の中から次の者を指名した。

尾久委員、奥委員、永守委員

・会長がとやまビューポイント選定部会専門員として、次の者を推薦した。

　　　野崎博氏、吉川信一氏

報告１　各種景観施策について
・事務局が、景観条例施行後の県の景観施策の報告及び景観の変化の事例を紹介した。

報告２　市町村における景観行政の動向について
・事務局が、市町村における景観行政の動向を説明した。

各委員からの意見等
・景観づくりフォーラムについて、例えば、フォーラム中の表彰式で受賞された方の意見発表を盛り込むなど、もう少し県民や組織が能動的に参加しやすいようにする必要がある。また、景観の関係者が参加しやすくするために、関係する他の団体の講演会と併せて実施することも考えられる。

・景観広告とやま賞について、受賞作品を見学するワークショップや商工会議所などと連携して、店主向けにセミナーを行ってみてはどうか。

・景観づくり住民協定について、協定締結から５年以上経過している地区もあるから、協定後の変化や制度への要望などを調査するなどフォローする取組みが必要ではないか。
・砺波駅前は、白い舗道はデザイン的に好まれやすいが照り返しが強くなる面もある。また、木立ちにより影を作ったりすればよいと思う。
・井波の八日町通りは、新しくなったというよりは、古いものをきちんと保存してもらっているなと思う。

・砺波駅前について、きれいになった。緑がもっと多いほうがよかった感じがしている。
・市街地で子どもの絵の展示を行うときに、小さくするように指導をいただくが、ある程度大きい方が中心市街地の活性化に役立つと思う。
・各店舗の表情には意識はあったが、自分自身も景観としてのまち並み全体を観ることがあまり無かった。

　・景観条例が出来た頃は、景観という言葉と環境という言葉の違いの質問が多かったが、近年は景観という言葉が、県民の方々の意識に根付いてきたという印象を持っている。
・ふるさと眺望点の冊子やその写真などは素晴らしいが、今後は、とやまビューポイントを入り口に富山をどう楽しむかなど、一歩踏み込んだものを作成していきたい。
　・高いビルが増えてきたが、立山の眺望への影響が気になっている。
・富山駅の中には、例えば、県内の素敵な景観の写真を飾るなど、県外から来る人にアピールする方法を色々と考えてほしい。

　・「景観」や「屋外広告物の安全性」といったテーマは、学生を巻き込むことで、学びや街を大切にするという意識の醸成にも繋がると思う。
　・屋外広告業者は、屋外広告物の落下事故などが発生してから、目線が危険な広告物への対応に向いてしまいがちである。広告主や業者の方々には、景観への配慮というところにも目を向けてほしい。

　・景観づくり住民協定については、協力して景観を良くしていこうという面と、他方、お互いに自分達の権利を制限していくという面がある。協定締結までの議論、協定締結後の効果や思いなどを聴くことができれば非常に参考になると思う。
　・景観は見る人によって良いものは違うと感じている。景観をよくしたいという意識があるが、何が正解なのか分からないので、この審議会の場で、景観について、分かりやすく発信できればいいと思う。

　・県外の方が富山の景観をみて、良いところだと写真を撮ったりすることも多いので、ビューポイントの募集はいいことだと思う。せっかく募集をするのなら、観光地に配布したり、応募の方法を工夫したりして、県民がまだ気づいていないような場所を発掘することができれば良いと楽しみにしている。
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